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国会リポート 

経済産業大臣 

総       覧 
先週、スイスのダボスで開催をされた世界経済フォーラ

ム主催の会議に出席してきました。ダボスは、昔はスイス

の山間の小さなスキー観光地でしたが 37 年前、代表を

務めるシュワブ氏が国際会議をこの地に誘致し、やがてそ

の年の政治経済の動向を占う国際的なイベントへと発展し

ていきました。 

昨年、世界経済フォーラム・シュワブ代表が私の大臣室

を訪れた際 「来年も是非出席して頂きたい。」 との要請を

受けておりました。今年は地球温暖化問題に向けて各国

提案が競い合う年になりますし、ポスト京都の枠組み作り

に向けて極めて重要な年となります。そんな事もあって、

総理より一足先に出発しました。 

国会開会中ではありましたが野党の皆さんにもご理解を

頂き、国会の承認を頂きました。エネルギーサミットで二つ

のセッション、気候変動に関する世界の経済人との会合、

さらに WTO 絡みで二つのセッション、そして私が主宰す

る主要エネルギー消費国大臣会合。その空き時間を利用

して 7 カ国・国際機関の閣僚・代表とのバイ会談と休む間

もなく精力的に会合を重ねてきました。 

ダボスでは世界中から政界・財界・学界の代表者が集ま

り、数十にわたるテーマ毎の会議があちこちで開かれてい

ます。私は、昨年はパネリスト、今年はリードスピーチをい

くつか担当しましたが、福田総理は大会議場で特別講演を

行いました。 

地球温暖化防止に向けての日本提案は、省エネ技術や

新エネ技術を日本から世界に移転しつつ、2020 年までに

エネルギー効率 30% 改善を世界で共有する、加えて革新

的技術開発を推進するというものであり、日本は主要排出

国と共にセクター別改善目標を積み上げ、CO2 削減総量

目標にコミットしていく、というものであります。 

また、アメリカ発の金融不安に対しては日本の過去のバ

ブル崩壊後の経験を通じたノウハウで貢献していくという

種のスピーチでありました。この講演はフィナンシャルタイ

ムズを始め外国メディアはかなり好意的に受け止めていま

した。現地に入って感じた事は、アメリカのサブプライムロ

ーンに始まる金融不安の問題が当初の地球環境問題を超

えて大きなテーマになりつつある、という事でありました。 

経済原則から言えば、成熟した先進国の経済は低金利

となり、そのお金が途上国に流れ込んで実物経済の発展

に貢献するというはずですが、資源価格の高騰を中心にイ

マージングカントリーのだぶ付き資金の投資先がアメリカ

一国しかなく、過剰流動性を生み出してしまっているという

図式です。資源マネーを実物経済の投資先へと適切に誘

導する施策が必要です。 

年初の中東訪問でソブリンファンドと日本貿易保険との

連携の覚え書を交わしてきましたが、世界に先駆けて道筋

を作ったと自負しています。 

 

今週の出来事（ノストラダボス？） 
あるセッションで英国のブレア前首相に続いて私がリー

ドスピーチを行い、その後テーブル毎の議論に入りまし

た。 

会議が終了後、会場の外でテレビの取材を受け、終わっ

た途端、中年の婦人が私に歩み寄るなり 「金融不安は世

界恐慌となり得ますか？それは一週間後ですか？一ヵ月

後ですか？」 といきなり聞いてきました。外国メディアから

の取材には、時々部分引用されるので気をつけなければ

なりません。 

「その前に伺いますが、あなたはどういう立場の方なん

でしょうか？」 私が質問すると、返ってきた答えは 「私は

予言者です。」 

ダボス会議は色んな輩がウロウロしているとは聞いてい

ましたが、本当でした。 

『予言者なら、人に聞かないで自分で予言しろよ！』 


